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ク レ ア の 環 境 詩'TotheSnipe'と'TheFens'
鈴木 蓮一
本稿 は、 「よ り大 きな修辞上 の広が りとよ り持続 した知性 的な目的」1を も
ち、 ま た 「homeとhomelinessについ ての クレアの最 も優 れた、 そ して最 も
探求 的な詩 の一 つで あ る」2と賞賛 され る'TotheSnipe'及びその詩 と深 い
関連 がある、「沼沢地 と環境 にっいて の最 も詳細 な表現 を提示 してい る」3と
評 され る'TheFens'°の理解 を試 みる。
1832年6月、長年 住 み慣 れたヘル プス トンか ら、 パ トロンの一人 ブイ ッ
ッウ ィ リア ム伯が提供す るノースバ ラの農 夫小屋に転居後 間 もな く書 かれた
'TotheSnipe曾は、沼沢 地 とそ こに棲 む シギの観察 に基づ いてい る。沼沢地
と シギの描 写 は、現代の生態学 や生態 系の観点か らすれば、 まさに生 き物 の
行動 とその生 息地 と しての 自然環境 にっいての叙運 とな って いる。 ノースバ
ラは東南 をGreatNorthboroughFenとい う沼沢地帯 に隣接 してい る。 この転
居 を機 に、 ク レアは経済的独立 と同様 、詩 作 にたいす るパ トロンや編集者 の
干渉 か ら独 立す ることを 目指 していた。
この詩 を読む前 に、沼沢地 の地勢 的特徴 とノースバ ラへの転 居前後 の精神
状 態 にっ いての ク レァの記述を見て お きたい。 置A伽㎜'と 題 され た散文 で
は、 「これ らの低湿地 や草の生 えて い る川辺 の低地 におけ る田舎 の美 しい風
景 と事 物 は、水溜 りの多 い道沿 いにわずか な牛や羊 を追 う農 夫のよ うな者 の
孤 独を和 らげ る」5とヘルプス トンの魅力 を述べ てい るが、1832年1月のテ
イ ラー宛の書簡 で は、 ノースバ ラの親 しみ のな い、 荒涼 と した沼沢地 とい う
自然環境 の魅力 の なさについて、 「そ こには森 や ピース、 ハ リエニ シダの茂
みや モグラ塚、 また樫 の木 もない」6と述 べてい る。 さらに、「私 は、 自分 が
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旧友と健康を除くすべてのものから独立 していけると思 う。そして成功裡に
終わる最善の方法はうまく始めることですから、私の願望は一新 して生活を
始めることです すなわち、 ここを去 る前に借金を返済 し、小屋住農を
始める時には借金がないことです」7と将来の抱負を語 っているけれども、
転居後の暮 らし向きが良 くならなかったことは、1832年9月6日のテイラー
宛の書簡を読めばわかる。「私は貧困にひどく束縛されているので、 もはや
それに堪えることができません」、「貧困が私を陥れた境遇を恐ろしいほど感
じています。 しかし、独立を支える杖 は、誰 も予見できない大家族 という出
来事によって折れました」、また 「私は今のところ敷地に何も飼っていない。
牝牛、豚、その他の家畜 は何 も。実際、 この場所に転居する以前よりも私の
暮 らし向きは悪い」8とノースバ ラでの生活に言及 している。「大衆には私の
作品を好 きなように判断してもらいたい。 しかし、まるで訴訟を申し立てる
だけではなく、私を世間に知 られた乞食にすることにおいても権威をもって
いる州会議員であるかのように私の事柄をもてあそび、私の貧困を自分 自身
の偏見と指図をひっかける釘にする権利 を誰 ももっことはできないと思 う」
とか、「私 は平穏と静寂を願望 します。人を侮辱する者は誰 も私の友 ではな
い 私の逆境へのおせっかいな干渉は私の順境を増すことにはな らない」9
という感慨には、生活苦が詩人 としてのクレアに与えた影響が窺われる。
1832年10月20日のH.F.ケア リー宛の書簡における 「無教育や出自の卑 し
さに、または私の道を邪魔するためにおせっかいが選ぶ他のすべての引き立
て役に訴えることなく、(私の)詩 集そのものによって私が判断 されること
を願 う。 しか し私はきっと妨げられると思われます。 ご心配なく。私はまた、
きっと詩を書き続けます。というのは、私が詩を書かずにはおれないように、
悲 しい状況にあっても、満足した気持ちでいたいという望みが私をせきたて
るからです」1°という箇所は、詩作、貧困、批評家 との関係 についての内省
を表わ している点で特筆 に値す る。上述のような、1832年のノースバラ転
居前後 のクレアの経済的及び精神的状態を念頭におき、'TotheSnipe'を読
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んでい く。
1連で、 詩 人 は シギに 「湿地 を愛 す る者 よ」 と呼 びかけ る。 「房 のよ うに
な ったスゲ の草 む ら」(hassockt岨sofsedge)にお ける、教会 で跪 いて祈 る
ときに用 い る 「ひざ布 団」 も意 味す る"hassock"とい う語 は、スゲが群生 し
てい るこの湿地 に、詩人 の祈 りの場所 である教会のイメー ジを重ね合 わせる。
「恐怖 だ けが 汝 の巣の周 りに戦 陣 を張 って いる」(fearencamps/Aroundthy
homealone)にお ける"fear"は、 湿地 とい う 「一種 の思 いや りのあ る有機
体」(akindofsympatheticorganism)11が人間 の心 の中 に生 じさせ る もので
あ り、人間 にこの湿地 への侵入 を思い とどまらせ るものであ る。従 って、 こ
の よ うな恐 怖心 は結果的 に シギの巣 と生 息地 を保護 して いる。 だが、"fear"
を恐 ろ しい存在 であ る人間 だ と解 釈す れば、"encamp"とい う語 は、 神 にそ
む くサ タ ンに喩え られ る人 間の軍勢 が教会 に見立 て られ た湿地 を包囲 して陣
を張 ってい るイメ ージ12を喚起 す る。2、3連 で は、 コバ ンソウが、 侵入す
る人間 の足音 を聞いて、震 えなが らも、人 間の重 さを支 える ことを拒否 して
いる。 コバ ンソウは、 シギやその他 の生 き物 が ショウブやカ ワヤナギの下 に
隠れて 「安心 して安全 に」生 きるよ うにと、人 間の侵入 に抵抗 している。133
連 の"invest"には、1連 の"encamp"に相応 した 「敵対 す る力 を もって包囲
す る」 とい う意 味 もあるが、 この場合 は、 シギの生息地 を単 に 「覆 い、取 り
囲 む」 とい う意味であ る。4連 では、 この鳥 の身体 的特 徴が湿地 の地勢環境
に適合 して い ることを詩人 は強調 する。生存 のために、不恰好 なほど長 い嘴
によ って、 氷 のよ うに冷 たい湿地 の泥 の中か ら餌 を採 るシギ と環境 の適合'4
は神 の摂理 であ るとされ る。6、7連 では、 夏 の日射 しが湿地 のスポ ンジの
よ うに軟 らかな表面 を照 らし出す時で さえ、湿地 を覆 うショウブの陰 に隠れ
て いる シギの巣 の神秘性 が強調 される。
8連 で も、「これ らの沼沢の 多い低湿地」 は シギにと って安全 な場 所で あ
る ことが強調 される。森 では奥深 く踏 み入 る男 の子 たち も、 この低湿地 に入
る ことはで きない。9、10連 では、 これ まで低湿地 は人 間や家畜 の侵入を拒
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んで きたが、今で はそ こに棲む水鳥 たちは人間を恐れ、 人間が近づ けない場
所 に隠れ て い る とい う。 「人 間 が踏 み入 った ことの ない場 所」(spotsthat
neverknewhis[man's]tread)とい う語 句 は、現 在 この湿地 が排水 され る こ
とによ って耕 作地 に変 え られっっあ ることを暗示 する。水鳥 たちは 「人間 の
息 さえ」 恐 れ、 湿地 の奥 へ と こっそ り逃 げ る。11連 の'restless「の意 味 は
rlconstantlystirringoracting「'ではな く、"㎜easyinmindorspirit"(OED)で
ある。 だが、湿地 の奥 の 「ひど く荒 涼 と した場所」、す なわち 「シ ョウブが
多 いすべ ての場所」 に隠 れ棲 む水鳥 は脅えてはいない。 ショウブの群生 を描
写す る3連 の 「とて も大 きい森 のよ うな シ ョウブの茂 み」(theclumpofhugh
flagforrest)とい う表現 には、 例えば5連 の"...thybill/Suitedbywisdom
good/Ofrudeunseemlylengthdothdelve&drill/Thegelidmassforfood"
にお ける シギの行動 を見 る詩人 の リア リズムの眼 とは違 った、 ショウブが高
く伸 びて繁茂 してい る世界 を見 るシギの眼があ る。15水鳥 たちを護 り、励 ま
し、嵐 に立 ち向かわせ、沼地 という環境 の中で安全 と安心を保証す る神 の愛
と摂 理の みが賛美 され るので はな く、彼 らにとって安全で はない場所 を、す
なわ ちハ ンターが通 る比較的硬 い地面 を避 けねばな らな いことを知 って いる
彼 らの本 能 の重要 性 もまた賛美 され る。 この本能 は、冒ShadowsofTaste「の
冒頭 にお ける、生存 のた めの選択能 力で ある 「生 得 の情動」(theinstinctive
mood)と呼 ばれる 「識別力」(taste)を指 している。
3、4連 で強調 され た シギの安全性 は、15、16、17連にお いて、 泉 の傍 ら
でイバ ラが この鳥 に隠れ場所 を与えて いるにもかかわ らず、不確 かな もの と
な る。 荒地 に縞模 様 をつ けて いる、 「小 さな、 ぬ か った排 水溝」(thelittle
s倣yfbss)をシギは好 まない。 この排水 溝 は低湿地 を耕作地 にす るための
ものであ り、 低湿地 が部 分的 に耕 作地 にな ってい ることを暗示 す る。 シギが
排水溝を避 けるのは、 そこで掠奪者 であるハ ンターたちが 「脅えた大気をJ¥°一
ンという銃声 で震撼 させ」、猟犬 たちが シギの生息地 を嗅 ぎっ けるか らで あ
る。 生 命 を 賦与 さ れ た大 気 が 象徴 す る 自然 そ の ものが 、「危 険 な存在 」
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(danger)である人間 の侵 入に脅 えてい る。人間 が侵入 で きない湿地帯 におい
てのみ、 シ ギは安全 に生 息で きる。18連で詩人 は、 「これ ら水 が多い、 シ ョ
ウブの生え た湿地が広 が って いる所までは」、 シギの 「静か で、穏 やかな巣」
と生息地 は存 在で きると認識 して いる。"astill&quiethome"は、貧窮、病
気、批評家、 パ トロンのおせ っかいな干渉 に起 因す る不安 感を抱 くク レアの
願望 を反 映 してい る。「汝が よ く姿 を見 せ るこれ らの場 所 で、/私 は遍在 す
る変 らぬ神 の愛を、落穂 を拾 うように感 じとった。/驕 る者や愚かな者 が神
の愛 を嘲 る、気 ま ぐれな この世 か ら離 れて/私 は瞑想 し、天国 を想 う」(In
thesethyhaunts/Ivegleanedhabituallove/Fromthevagueworldwherepride
&follytaunts/Imuse&lookabove)にお ける"gleaned"が読者 に 「ル ッ
記」 を想 起 させ るよ うに、 「詩篇 や宗教書 の エコーが、 場所 とそ こか らの追
放 にっいて の彼(ク レア)の 理解 を明確 に表 わすの に役立 ってい る」16とい
うゴー ジの 指摘 は説得 力 があ る。"habitual'「と'bague"がそれぞれ含意す る
ものはかな り対 照的であ る。普 遍かっ永遠 であ る神の愛 に満ちた湿地 とは対
照的 に、人 間社 会は変 りやす く、欺 瞞に満 ち、 不確実であ るため、信頼 で き
ないと詩人 は瞑想 す る。 それゆえ、彼 は憂苦 を経験 す る現 実世界か らシギが
棲 む世界 へ と後 退 し、聖 書に慰 めを求 めなが ら、神の恩寵 に浴 して生 きる こ
とを願 う。 それゆえ、人 間が侵入 しない湿地 こそは、 家族 と共に生 きる家庭
人 としてだ けで はな く、詩 人 として も 「私」 が神の救 いを求めた場所 であ っ
た。 「そ して、 こ こ(湿 地)で 私 の精神 は情 熱 に溢 れ、 よ り高潔 な気分 と/
昂揚 させ るヴィ ジョンを抱 く」(&heremyheartwarmsintohighermoods1
&dignifying(beams)のであ る。 っ まり、 神が尊重 し、保護 する この湿地 こ
そ、彼 の詩 的想像 力が回復す る場所である。 その想像 力 は、神の愛 が この湿
地においてさえ、すべ ての生 き物 にたい し 「思いや りのあ る、穏やかな境遇」
(aca㎞&cordiallot)を与 えて いる ことを、 す なわち人 間 によ って収奪 さ
れて いない湿地帯 に与え られた完 全な エコ システ ムの存在 を洞察 してい る。
この洞察 には、 湿地 の生 き物 と同様、神 の愛 に支え られて生 きることへの詩
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人 自身の願望 も読みとれる。
最終連の 「汝の境遇は私に正 しい感情を用いることを教える。/す なわち
最 も荒涼 とした場所においてさえ静穏が住人になり、喜びになるという感情
を」(Thine[thylot]teachesme1Rightfeelingstoemploy1Thatinthedreariest
placespeacewillbe!Adweller&ajoy)における 「正 しい感情を用いる」
とは、物事にっいて明晰に正 しく考えることを意味する。「明晰に正 しく考
える」ということは、人間が侵入できないという理由で、荒涼たる湿地 にお
いてさえ静穏が存在 し、生存のために必要な環境が与えられ、すべての生 き
物が持続 し、「喜び」を感 じているということを洞察することである。 ただ、
"inthedreariestplaces"という語句にっいては二っの解釈が可能である
。一
っは、「最 も荒涼とした場所においてさえ」 という解釈であり、その場合、
「静穏」 と 「喜び」を保証する神の愛の遍在性や不変性を希求 し、それに依
存する詩人の態度が感 じられる。またこの語句には、社会的階級的にはシギ
と同 じ 「最 もみすぼらしい場所」、「最 もわびしい場所」において、両親と妻
子か らなる大家族を扶養す る家庭人 としての貧苦 と、1830年代の詩文学の
衰退期 に感 じた挫折感や焦燥感に悩む、不安な詩人が抱いた、「静穏」 と
「喜び」を回復するという願望が暗示されている。それは、低湿地において
さえ神の恵みは行き渡っているのであるか ら、シギと同じ境遇にある詩人も
神の愛に護 られて生きたいという祈りでもある。
他 は 「最 も荒涼とした場所においてのみ」 という解釈であり、その場合、
人間が功利主義に基づいて沼沢地を農地へと開発 したことに起因する土地の
原初の姿の消滅と、それに付随 して起 こった生態系の破壊についての詩人の
歴史的認識が感 じられる。っまり、人間の侵入は不可能であるから、原始か
らの生態系が維持され、「静穏」と 「喜び」が保証されている沼沢地のみが
計 り知れない価値をもっ場所であるとの認識である。 この認識は生態学上極
めて重要な見方を暗示 している。それは、耕作地への転換による沼沢地の消
滅が沼沢地で維持される多様な生 き物 とその生息地の消滅をもたらすという
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見方 である。 シギの本能(安 全 にた いす る感覚)は 「苔で縁 ど られ た水溜 り
か ら/赤 い湧 き水 が泡立 ち、噴 き出 して いる荒 れ地 に/縞 模様 をつ けて いる
小 さな、 ぬか った排水 溝」 にけっ して近 づかな い。 「排水溝」 が象徴 す る耕
作地化 のため の排水工事 は、沼沢地 の生 態系 を破壊す る現実 を読者 に強 く印
象づ ける。生 き物 にとって、人間 は湿地 にハ ンターと して侵入する恐怖であっ
たが、1820年以降、 人間 は、 それまで開発 に失敗 して きた湿地 を蒸気 機関
によ って排水 す る近代 資本主義農業 とい う形 を とって侵入す る恐怖へ と増幅
した。 イ ング ラン ドにおける最後の完全 な生態系が維持 された湿地帯 の耕作
地 への変貌 はまさに神 の愛へ の冒涜であ る、 と詩人 は考え たに違 いない。 こ
の詩 に見 られ る、 このよ うな生態系にっいて の危機感 こそ、ベイ トやマキュー
シックが ク レアを環境倫理学 を先取 りした詩人 であると評価 した理由で あろ
う。17しか しなが ら、現実 の鳥 であ るシギの生息地 と しての環境 は、 同時 に
神 の永遠 の 世界 を象 徴 す る。 この神 の世 界 の ヴィ ジ ョンは、 「ひざ布 団」
(hassock,1連)、「良 き知恵」(wisdomgood,5連)、「神 の力」(powerdivine,
13連)、「遍在 す る愛」(habituallove,19連)、「無限 の天」(unboundedheaven,
20連)で 暗示 される。
'TotheSnipe'をこのよ うに読 めば、 この詩 には湿地 とい う環境 に生息 す
るシギを リア リズムの手法で叙述す る詩 人 と、 それ ら対象 を瞑想 し、 自己の
境遇 を内省す る詩人が重 な り合 って見えて くる。 それゆえ、 この詩 は、湿地
とい う自然環境 とそこに生 きる生 き物を描写 した単 なる叙景詩で はな い。 こ
の詩 には、 シギとい う鳥 自体の特質 、環 境 との調和 と相互依存、湿地 の生 態
系への人間の侵入 にたいす る今 日的 な危 機意識 などが表現 されて いるだ けで
はな く、19連の 「私 は遍在 する変 らぬ神 の愛 を、落穂 を拾 うよ うに感 じとっ
た」 にお け る'gleaned'とい う語 が暗示す るよ うに、 詩人 自 らも侵入者 であ
ることを意識 しなが ら、生 の不安か ら脱 却 し、湿地 の安全 と安心へ、 言い換
えれ ば現実世界か らシギの棲む神の世界 へ と後退 し、生 きる支え と しての神
の愛 を求 める詩人 の祈 りもまた表現 されて いる。
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この詩 の冒頭 で 「湿地 を愛 す る者 よ」(Loverofswamps)と呼 びか け られ
るシギは、そ の環境 と自己の境遇 を瞑想す る詩人 自身 ではないか。詩人 は シ
ギ と自己を同一視す る ことによ って、 自己の安全感、被保護感 の回復 への祈
りを表 して いるのではないか。最終連で、 シギの存在 は、低湿地 に隣接 す る
ノースバ ラ もヘルプス トンと同様、保護 と安心 の気分 を、 また静穏 とそれが
もた らす喜 びを与 えるであろ うと詩人 に教 えている。 この詩の シギ と風景 は
現実 の もので あるが、 同時に幻想的 あるいは神秘的な性質 を帯 びた存在 で も
ある。
'TotheSnipe'をよ りよ く理解 す るために、 この詩 とほぼ同 時期(1832～
1835年)に書 かれた 「TheFens'とい う詩 を読 む ことが有益であ る。1連 で詩
人 は、 スゲや葦 の中を歩 いて いる とき、 蛇 に遭遇す る。 「とぐろを巻 いた蛇
が川 の中 にポチ ャンと落 ち、/二 又 にな った舌で シューという音を たて なが
ら、身を くね らせ て川 を横切 ってい くとき、/身 に危険を感 じるといっ もす
るよ うに、/ぞ っと して、すばや く有害 な ものか ら顔 をそむけ、/恐 怖か ら
生 じたmの 悪寒が私 の血 まで戦慄 させ る」(Asdangereverdoesfromill/
Fearsmomentaguequakestheblood/Whileplopthesnakecoilsintheflood
1&hissingwithafbrkedtollgue1Acrosstheriverwindsalong)にお ける蛇
と語 り手の間 には何 の敵対関係 もない。蛇 には恐怖心が な く、語 り手で ある
人間 を攻撃 しよ うとい う意図 もない。蛇 はさ っさと向 うへ行 って しまう。語
り手 もまた、蛇 に対 して恐怖 を感 じて はいる ものの、 それ に危害を加え よ う
とは しな い。語 り手で ある人間 とこの野生 の生 き物 はそれ ぞれ独立 して生 き
る共存関係 にあ り、18両者 の間 には侵入 とい う行為が ない。 この引用箇所 は、
この共存 関係 こそが理想 的で ある とい う詩人 の主張 の象徴 的表現 で ある。2
連 にお けるカ ワセ ミの捕食行動 を観察す る詩人 の態度 は注 目すべ きであ る。
なぜ な らば、 「太 陽の き らあ く光 を うけて、/揺 れ動 いて いる灰色 の柳の枝
のうえで/オ レンジ色、緑、青 の上着 をまと ったカワセ ミが/す ばや く動 い
て、砂利の浅瀬 にいる小魚 をさが しなが ら、/さ ざ波が立 って いる水の流れ
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を じっと見 っめて いるのを/い ま、 わた しは見 てい る」(lncoatoforange
green&blue/NowonawillowbranchIview/Greywavingtothesunny
gleam/Kingfisherswatchtheripplestream/Forlittlefishthatnimblebye/&
inthegravelshadowslie)とい う詩行が、 冒頭 の 「川 べ りをぶ らぶ らとさま
よいなが ら/わ た しはスゲの あいだをカサカサ と音 をたて、/ほ とん ど茂み
の高 さ ほど もあ る森 のよ うなイグサの中を押 し分 け、/歩 いてい くのが好 き
であ る」 とい う詩行 で表 わされた、沼沢地へ の詩人 の愛 の理 由を説明す るか
らであ る。生 きるための捕食 は自然界 における食物連鎖 を暗示 し、沼沢地 の
生態系 を維 持す る重要 な営 みであ る。 この営 み は人 間の想像 力 とは無関係 に
ダイナ ミックに存在 す る厳粛 な事 実であ る。生 態系 の完全 な状 態 とそのま っ
た く損 なわれて いない価値 を沼沢 地の中に見出す詩人 は、捕 食 しようとする
カ ワセ ミの様態 を活写す る衝 動を抑え られない。
6連で は、 ノースバ ラに転居 す る以前 ヘルプス トンで慣れ親 しんだアカ鳶、
木立、 ハ リエニ シダの咲 く荒 れ野が沼沢地で は見 ることがで きないので、詩
人 は寂 しく思 う。「しか し、 ここ(沼 沢地)に おいて さえ、 わた しの想 像力
に満 ち た気 分 は/飽 きるまで、 この何 もな い低湿地 を うっと り して見 る」
(Butheremyfancysmoodsadmire!Thenakedlevelstilltheytire)とい う
二行 は意義深 い。 とい うのは、詩人 は想像力 の働 きによ って、近代資本主義
農業が穀物増産 の目的で耕作地化 を進 めていた沼沢地 を神 の世界、す なわち
生態系 が完 全な形 で残 ってい る場 所 として見 ている ことを この二行 が暗示 し
てい るか らであ る。
7連 では、 さ らに、功利主義的 な人 間であ る農場主 と沼沢地 の関係 が考察
され てい る。PeterboroughFenは17世紀 か ら排水工 事が試 み られたが、 そ
の一部 であ り、 シギの生息地で あ ったWhittleseyMereとい う沼沢地 は蒸気
機関 によ って1850年によ うや く排水 され、耕作地 とな った。 それゆえ、 ク
レア は沼沢地 の変化 の過程19を知 って いた と考 え られ る。耕作 地の様子を、
「川 の風景 と豊穣 への期待 の重 み によ って垂 れ下 が り、/そ れを じっと見っ
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める農場主の顔に活気を与える若い穂が/波 のように揺れているオー ト麦の
畑 と/小麦 と豆がぎっしり豊かに育 っている畑をのぞいて、 ここにはほとん
ど何 もない」 と描写する。排水工事の改良によって沼沢地の一部は既に麦畑
となっており、貪欲な農場主は利益を生む収穫を待ち望んでいる。 この後、
.「人はときどき浅黒い草の、心地よい葉の広がりに出会 う/だ が、たち
まちその広が りは損なわれる。/な ぜならば、鋤がそれをすぐに褐色の耕作
地に変えるか らである」という箇所における 「浅黒い草の、心地よい葉の広
がり」は、農地に変え られる以前の沼沢地に緑色濃く繁 る雑草 と出会 う詩人
の楽 しみを表 している。雑草の豊かさは、それが維持する生 き物の多様性を
意味するか ら楽 しいのである。耕作地化は植物の豊かな生息地を消滅 させ、
多様な生 き物を激減させることよって生態系を破壊するという認識が詩人に
は確かにある。沼沢地の耕作地化は、「農場主が売買するときの判断基準で
ある利益とい うものにとって、/小 さな緑の牧草地はほとんど魅力がない。
/そ してわたしたちが沼沢地のことをどれほど考え、賛嘆 しようとも、利益
というものがこの風景を日々台無 しにしているのだ。/牧 草地の草は引き抜
かれ、積み上げられ、/木 々は刈り込まれ、ずんぐりした切り株にされてい
る」 と叙述される。沼沢地の風景にたいする詩人の賛美 は、 ピクチャレスク
に影響 された審美的観察 というよりむしろ、その風景の中でそれぞれ独自の
性質 と価値をもっ個々の生 き物が相互依存 しており、その生息地が完全な状
態で継承 されているという生態学的観察に基づいている。外界の事物を反映
する鏡に喩えられる詩人の精神以上のものとして、自然は重要であると詩人
は考える。2°だが、詩人は、樹木の伐採が冬の夜の家庭での安楽 と喜びを も
たらすという事実を、自然の収奪 と生態系の破壊を行う人間中心主義への批
判 における妥協点にしている。それにもかかわらず、「このように、そうし
た家庭での喜びによって償われる利益を獲得するために/変化 はこの風景か
ら日ごとその魅力を欺き奪っている」(&soforgainthatjoysrepay/Change
cheatsthelandscapeeveryday)という表現は、安楽や喜 びと引き換えに、
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沼沢地の地 勢の変化が、重要な価値をもっ生態系を知 らず知 らずのうちに破
壊 している ことを結局 は批判 している。"cheats"という語 は、沼沢地の風景
が象徴する 「自然の権利」だけではなく、農業労働者が象徴する 「貧民の権
利」 もまた農業主によって収奪されていることを暗示する。
7連では、エコロジス トとしての詩人2'は次のように考える。様々な動植
物を維持す る沼沢地の豊かな土地 は農場主たちが欲する穀物の生産を強制さ
れる。そのたあ、耕作地となった土地は、耕作地になる以前のようには多様
な生 き物を維持することができな くなった。沼沢地の風景の消滅は生態系の
破壊 と生 き物の減少を意味 し、それはまた詩人にとって神の世界、,エデンの
園の消滅も意味す る。8連 における、冬風が蕭蕭 として吹き抜けるギシギシ
やアザ ミが繁茂する、「そこ(沼沢地)で は、人間を寄せっけない、荒涼 と
した自然のすべての事物にもかかわ'らず、彼 ら(人間たち)は水鳥を殺 し、
食べ る。/そ れは冷え切 った体をさらにぞっとさせる光景である」(Where
spiteofalltheyeat&kill!Ascenethatmakesthecoldachill)という二行
は、沼沢地に侵入 し、その生き物を追放するかまたは殺す人問が、エデ ンの
園を象徴す る沼沢地を陰鬱な場所へ と一転させることを意味する。'Tothe
Snipe'の14連の 「獲物を探す猟犬を連れ、/鉄砲をもって忍び寄るハンター
が歩いていく」 という詩行 と、17連の 「そこ(低湿地)では、殺 し、滅ぼす
ことに/夢中になっている掠奪者たち」を想起させ るこの二行には、「汝が
よく姿を見せるこれらの場所で、/私 は遍在する変 らぬ神の愛を、落穂を拾
うように感 じとった」 という詩行 とともに、 自らも楽園である沼沢地に侵入
し、神に保護 されてはいるが、攻撃を受 けやすい生態系を破壊するアウ トサ
イダーの一人として詩人が感 じた自責の念も暗示 されている。
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